
 

        

一
病
院
問
題
に
つ
い
て 

問 

新
病
院
に
つ
い
て
市
民
の
理

解
・
合
意
形
成
は
不
十
分
。
公

民
館
単
位
で
の
住
民
説
明
会
の

実
施
を
求
め
る
が
ど
う
か
。 

答 

機
会
を
設
け
る
必
要
は
あ
る

と
思
う
。 

問 

市
北
部
か
ら
や
、
現
市
民
病

院
と
新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答 

磐
田
掛
川
線
か
ら
が
基
本
と

考
え
る
。
掛
ノ
上
祢
宜
弥
線
、

市
北
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
考

え
な
く
て
は
い
け
な
い
。 

問 

袋
井
市
民
病
院
の
後
利
用
の

検
討
は
。 

答 

現
段
階
で
総
合
内
科
的
な
一

次
医
療
や
一
次
救
急
医
療
、
亜

急
性
期
の
リ
ハ
ビ
リ
機
能
、
療

養
系
病
床
と
し
て
の
活
用
、
さ

ら
に
は
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
来
年
度
庁

内
検
討
組
織
を
設
置
し
、
必
要

に
応
じ
て
外
部
の
有
識
者
の
意

見
も
聞
い
て
い
く
。 

問 

磐
田
市
民
病
院
と
救
急
受
入

れ
な
ど
連
携
が
必
要
で
は
。 

答 

新
病
院
の
性
格
・
特
質
を
明

ら
か
に
し
た
う
え
で
区
分
け
、

連
携
を
図
る
必
要
あ
る
と
思
う
。 

問 

昨
年
は
研
修
医
確
保
が
１
人
。

魅
力
あ
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

つ
く
る
な
ど
努
力
が
必
要
で
は
。 

    

答 

新
た
に
１
人
き
て
２
名
と
な

る
が
充
分
で
は
な
い
。
掛
川
市
立

病
院
と
の
共
同
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。 

問 

出
生
率
が
県
下
最
上
位
で
あ

り
な
が
ら
出
産
受
入
れ
施
設
が

な
い
。
助
産
師
健
診
・
院
内
助

産
院
の
開
設
が
で
き
な
い
か
。 

答 
市
民
病
院
に
は
常
勤
の
産
婦

人
科
医
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
設
置
が
で
き
な
い
。 

問 

出
産
の
実
態
に
つ
い
て
現
状

把
握
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答 

昨
年
４
月
か
ら
10
ヶ
月
間

で
６
７
３
人
が
出
産
し
て
い
る
。

市
内
は
５２

人
、
磐
田
で
１
９
１

人
、
掛
川
で
２
５
３
人
、
そ
の

他
県
内
が
５４

人
な
ど
で
あ
る
。 

 

二
子
ど
も
の
携
帯
電
話 

問 

子
ど
も
の
携
帯
電
話
等
の
使

用
に
つ
い
て
指
導
指
針
を
定
め

て
い
る
か
。 

答 

従
前
よ
り
学
校
生
活
に
不
必

要
な
も
の
は
持
っ
て
こ
な
い
規

則
が
あ
り
、
携
帯
も
持
ち
込
み

禁
止
と
し
て
い
る
。 

問 

市
教
委
設
置
の
情
報
モ
ラ
ル

教
育
推
進
チ
ー
ム
の
取
り
組
み

と
成
果
は
ど
う
か
。 

答 

本
年
度
、
市
内
小
中
学
校
教

職
員
５
名
で
推
進
チ
ー
ム
を
組

織
し
た
。
実
態
把
握
や
啓
発
活

動
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
推
進

等
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 

携
帯
所
持
率
は
小
学
生

１０

％
程
度
、
中
１
で
２０

％
程
度
、

中
２
中
３
で
は
４５

％
程
度
で

あ
っ
た
。 

        

一
平
和
へ
の
取
り
組
み
は 

問 

核
兵
器
を
な
く
す
こ
と
が
現

実
的
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

市
と
し
て
の
平
和
行
政
を
す
す

め
る
決
意
は
。 

答 

平
和
市
長
会
議
が
二
〇
二
〇

年
ま
で
に
核
兵
器
を
な
く
す
こ

と
を
提
唱
し
、
緊
急
の
行
動
を

展
開
し
て
い
る
。
住
民
の
意
思

を
反
映
し
や
す
い
と
い
う
こ
と

が
自
治
体
の
強
み
で
あ
り
、
本

市
も
自
治
体
の
責
務
を
果
た
し

て
い
き
た
い
。 

問 
非
核
平
和
都
市
宣
言
は
合
併

で
の
検
討
課
題
で
も
あ
り
、
一

九
九
九
年
に
宣
言
し
た
旧
浅
羽

町
の
願
い
・
思
い･
決
意
を
継
承

し
て
、
一
日
も
早
く
実
現
す
べ

き
だ
が
。 

答 

重
要
性
・
必
要
性
は
よ
く
認

識
し
て
い
る
。
旧
浅
羽
町
で
の

貴
重
な
財
産
で
も
あ
り
、
内
容

等
を
検
討
し
、
そ
う
遠
く
な
い

時
期
の
実
現
も
考
え
て
い
く
。 

 

二
負
担
増
を
抑
え
よ 

問 

介
護
保
険
料
・
給
食
費
・
水

道
料
金
な
ど
の
引
上
げ
、
都
市

計
画
税
の
旧
浅
羽
町
地
域
へ
の

新
た
な
課
税
な
ど
さ
ら
に
市
が

負
担
を
課
す
こ
と
に
痛
み
は
無

い
の
か
。
基
本
的
な
考
え
方
は
。 

答 

費
用
負
担
の
公
正
さ
か
ら
も
、 

    

受
益
の
あ
る
方
か
ら
行
政
サ
ー 

ビ
ス
に
見
合
っ
た
負
担
を
（
所 

得
に
応
じ
た
軽
減
や
減
免
も
考

慮
し
）
し
て
い
た
だ
く
の
が
基

本
と
考
え
て
い
る
。 

 三
水
道
事
業
へ
一
般
財
源

繰
り
入
れ
を 

問 

水
道
事
業
で
、
①
「
負
担
は

低
く
」
の
合
併
方
針
に
よ
る
負

担
、
②
簡
易
水
道
の
統
合
に
よ

る
借
金
返
済
の
負
担
、
③
太
田

川
ダ
ム
か
ら
の
必
要
以
上
の
受

水
契
約
に
よ
る
負
担
分
は
、
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。 

答 

①
合
併
後
の
給
水
需
給
状
況

を
見
て
、
あ
く
ま
で
も
必
要
な

経
費
は
水
道
料
金
と
し
て
負
担

し
て
い
た
だ
く
の
が
基
本
的
考

え
で
あ
る
。 

②
簡
易
水
道
事
業
時
に
整
備
し

た
も
の
は
上
水
道
事
業
の
施
設

と
し
て
使
用
す
る
た
め
、
そ
の

整
備
の
た
め
の
借
入
金
返
済
に

つ
い
て
は
水
道
事
業
で
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
。 

③
一
日
最
大
給
水
量
は
４
万
３

４
８
０
㎥
を
計
画
し
、
遠
州
水

道
と
自
己
水
か
ら
効
率
的
に
供

給
し
ま
す
。
遠
州
水
道
の
契
約

量
４
万
１
２
０
０
㎥
は
、
通
常

使
用
に
加
え
、
万
が
一
自
己
水

源
が
確
保
で
き
な
い
場
合
の
担

保
と
し
た
水
量
で
あ
る
。
水
道

事
業
と
し
て
必
要
な
水
量
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は

考
え
て
い
な
い
。 

     

一
最
弱
者
に
届
か
な
い 

市
の
緊
急
対
策 

問 

『
緊
急
対
策
』
に
お
い
て
、

「
市
民
生
活
」
と
「
企
業
活
動
」

の
比
重
を
ど
う
設
定
し
、
ど
う

予
算
の
裏
付
け
を
し
た
か
。 

答 

比
重
は
つ
け
が
た
い
。
予
算

措
置
は
圧
倒
的
に
「
中
小
企
業

の
活
力
向
上
」
の
方
が
多
い
が

「
市
民
生
活
」
の
方
に
は
人
的

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
か
か
っ
て
い
る
。 

問 

『
対
策
』
の
周
知
Ｐ
Ｒ
は
ど

う
行
っ
た
か
。
直
ち
に
救
済
を

要
す
る
人
た
ち
に
十
分
伝
わ
っ

た
と
考
え
る
か
。 

答 

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
乗
せ
た
し
、

自
治
連
合
会
長
会
議
な
ど
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
用
し
て

の
周
知
や
福
祉
団
体
に
加
え
て
、

外
国
人
学
校
と
の
連
携
を
図
る

な
ど
き
め
細
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー 

ク
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。 

※
ネ
ッ
ト
に
か
か
ら
な
い
と

こ
ろ
に
最
弱
者
が
い
る 

問 

ど
れ
だ
け
の
相
談
が
窓
口
に

よ
せ
ら
れ
、
ど
う
対
応
し
た
か
。 

答 

最
近
１
ヶ
月
に
寄
せ
ら
れ
た

相
談
で
は
、
納
税
３
０
０
件
、

就
学
支
援
４
件
、
保
育
料
や
給

食
費
１２

件
。
特
に
今
年
度
は
昨

年
１１

月
頃
か
ら
非
正
規
労
働

者
の
雇
用
切
り
に
よ
る
生
活
相

談
が
増
え
、
２
月
８
日
現
在
で

７０

件
（
Ｈ
１９

年
度
は
８
件
）
。

す
べ
て
が
職
、
住
を
失
っ
た
人

か
ら
の
も
の
で
、
内
訳
は
日
本

人
４７

件
、
外
国
人
２３

件
（
ブ
ラ

ジ
ル
２０

、
中
国 

２
，
フ
ィ
リ

ピ
ン 

１
）
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
ら
の
相
談
者
に
対
し
て
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
行
っ
て
い
る

「
就
職
安
定
資
金
融
資
」
事
業

や
雇
用
促
進
住
宅
の
入
居
斡
旋

の
紹
介
を
し
て
い
る
。 

 

ま
た
袋
井
社
会
福
祉
協
議
会
の

小
口
福
祉
資
金
や
、
民
間
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
誌
に

よ
り
仕
事
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
、

公
営
住
宅
や
低
家
賃
住
宅
の
紹

介
を
し
て
い
る
。 

更
に
な
お
生
活
や
住
居
に
困
窮

す
る
人
に
は
生
活
保
護
の
申
請

を
指
導
し
て
お
り
、
１１

月
か
ら

２
月
１８

日
ま
で
に
１５

件
保
護

を
開
始
し
て
い
る
。
（
日
本
人

１０

、
ブ
ラ
ジ
ル
人 

５
） 

問 

「
各
種
公
営
住
宅
の
紹
介
」

に
つ
い
て
、
そ
の
紹
介
件
数
、

入
居
件
数
、
人
数
は
ど
う
か
。 

答 

本
市
の
再
開
発
住
宅
４
戸
に

つ
い
て
募
集
、
応
募
７
件
、
４

件
・
１０

人
が
入
居
し
た
。
こ
の

外
県
営
住
宅
、
雇
用
促
住
宅
を

紹
介
。
県
営
住
宅
へ
２
戸
、
雇

用
促
進
住
宅
へ
１７

戸
が
入
居

し
た
と
聞
い
て
い
る
。 

廃
止
が
決
ま
っ
て
い
て
、
平
成

２２

年
ま
で
に
明
け
渡
し
を
迫

ら
れ
て
い
る
雇
用
促
進
住
宅
浅

羽
宿
舎
の
退
去
期
日
の
延
期
や

再
活
用
に
つ
い
て
、
市
長
会
を

通
じ
て
国
に
対
し
働
き
か
け
る
。 

廣岡宥樹 

浅田二郎 

高橋美博 

 

次
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
６
月
２３
日
ま
で
の
予
定 

 

一
般
質
問
は
、
９
日
・
１０
日
・
１１
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
。 


